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D e v el o p e d o n t h e f ertil e N o bi Pl ai n t hr o u g h w hi c h t h e cl e ar 

Ki s o Ri v er r u n s, I c hi n o mi y a h a s hi st ori c all y b e e n a cit y of 

t e xtil e s a n d t h u s d e v el o p e d i nt o t h e w orl d ’s l e a di n g t e xtil e 

pr o d u cti o n ar e a d uri n g t h e m o d er n p eri o d. B e c a u s e it i s sit u -

at e d i n a k e y tr af fi c ar e a c o n n e cti n g t h e e a st a n d w e st or 

n ort h a n d s o ut h of t h e c o u ntr y, t h e cit y h a s pr o s p er e d a s t h e 

h e art of t h e O w ari Di stri ct fr o m l o n g a g o. T o d a y, I c hi n o mi y a 

i s t h e c or e cit y i n t h e w e st er n p art of Ai c hi Pr ef e ct ur e.

I c hi n o mi y a, t h e D y n a mi c Cit y
W h er e P e o pl e E nj o y H e art -t o - H e art E x c h a n g e s
a s S h o w n b y t h e Cl e ar W at er s of t h e Ki s o Ri v er 

I c hi n o mi y a w a s a w ar d e d cit y st at u s i n 1 9 2 1 

a n d t h e c urr e nt cit y w a s f or m e d b y m er gi n g 

t h e f o r m e r Bi s ai Cit y, Ki s o g a w a T o w n a n d 

I c hi n o mi y a Ci t y i n 2 0 0 5. I c hi n o mi y a i s 

l o c at e d i n t h e n ort h w e st er n p art of Ai c hi Pr e-

f e ct ur e b et w e e n N a g o y a Cit y a n d Gif u Cit y. 

T h e t err ai n i s fl at wit h s m all diff er e n c e s i n 

el e v ati o n a n d i s al m o st i n t h e c e nt er of 

t h e N o bi Pl ai n t hr o u g h w hi c h t h e Ki s o 

Ri v er r u n s a b o ut 1 8 k m.

O v er vi e w of I c hi n o mi y a

　 木 曽 川 の 清 流 と 豊 か な 濃 尾 平野 に 育 ま れ た 本 市 は 、  古 く か ら 繊維 の ま ち と し て 栄 え 、  近 代 に 入  って か ら は 世 界 屈 指 の テ キ ス タ イ ル産 地 と し て 発 展 し て き ま し た 。  日本 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、  国 土 の 東西 軸 、  南 北 軸 の 結 節 点 に 立 地 す ると  い う 優 位 性 に よ り 、  古 く か ら 尾張 地 方 の 中 心 と し て 人  ・  モ  ノ  ・  情 報が 集 ま り 、  近 年 は 都 市 機 能 の 集 積な ど に よ  っ  て 愛 知 県 西 部 の 中 核 都市 と し て  の 役 割 を 担  っ  て  い ま す 。

D e v el o p e d o n t h e f ertil e N o bi Pl ai n t hr o u g h w hi c h t h e cl e ar 

Ki s o Ri v er r u n s, I c hi n o mi y a h a s hi st ori c all y b e e n a cit y of 

t e xtil e s a n d t h u s d e v el o p e d i nt o t h e w orl d ’s l e a di n g t e xtil e 

pr o d u cti o n ar e a d uri n g t h e m o d er n p eri o d. B e c a u s e it i s sit upr o d u cti o n ar e a d uri n g t h e m o d er n p eri o d. B e c a u s e it i s sit u -

at e d i n a k e y tr af fi c ar e a c o n n e cti n g t h e e a st a n d w e st or 

n ort h a n d s o ut h of t h e c o u ntr y, t h e cit y h a s pr o s p er e d a s t h e 

h e art of t h e O w ari Di stri ct fr o m l o n g a g o. T o d a y, I c hi n o mi y a 

　 木 曽 川 の 清 流 と 豊 か な 濃 尾 平　 木 曽 川 の 清 流 と 豊 か な 濃 尾 平 木 曽 の 清 流 に 映 え 、心 ふ  れ あ う躍 動 都 市

一  宮

位 置 と 地 勢

本 市 は 愛 知 県 の 北 西 部 、 名 古 屋 市

と 岐 阜 市 の 中 間 に 位 置 し て い ま す 。

濃 尾 平 野 の ほ ぼ 中 央 に あ り 地 形 は

平 坦 で 標 高 差 が 少 な く 、 約 1 8 k m に

わ た っ て 木  曽 川 に  接 し て い ま す  。

木 曽 の 清 流 に 映 え 、
心 ふ れ あ う 躍 動 都 市 一 宮

日  本  の  ハ  イ  ブ  ラ  ン ド

M A D E I N I C H I N O M I Y A

し あ わ せ 彩 る 一 宮 の 暮 ら し

　  自  然 ・ 交  通  編

　 教 育 ・ 子 育 て 編

　 生 活 環 境 ・ 健 康 ・ ス ポ ー ツ 編

歴 史 を 編 む ま ち

モ  ー  ニ ン グ  か ら  始 ま る
い ち の み や 時 間

尾 張 地 方 初 の 中 核 市 へ 
市 制 施 行 1 0 0 周 年

一 宮 市 1 0 0 年 の あ ゆ み

第 ７ 次 一 宮 市 総 合 計 画

1

市 の 沿 革

1 9 2 1 （ 大 正 1 0 ） 年 に 市 制 を

施 行 し 、 現 在 の 市 域 は 2 0 0 5

（ 平 成 1 7 ） 年 に 旧 一 宮 市 ・ 旧

尾 西 市 ・ 旧 木 曽 川 町 が 合 併 し

て  形  成  さ れ  ま し  た  。

2l o c at e d i n t h e n ort h w e st er n p art of Ai c hi Pr e-

f e ct ur e b et w e e n N a g o y a Cit y a n d Gif u Cit y. 

T h e t err ai n i s fl at wit h s m all diff er e n c e s i n 

el e v ati o n a n d i s al m o st i n t h e c e nt er of 

t h e N o bi Pl ai n t hr o u g h w hi c h t h e Ki s o 

3

市 の 名 前 の 由 来 と 真 清 田 神 社

一 宮 の 地 名 は 、 市 内 中 心 部 に あ る 真 清 田 神 社 が 平 安 時 代 に 尾 張 の 国 の 「 一 の 宮 」 で

あ っ た こ と に 由 来 し ま す 。 当 時 か ら 真 清 田 神 社 の 門 前 町 と し て 、 尾 張 北 西 部 の 文 化 ・ 経 済

の  中  心  と し  て  栄  え  て き ま し  た  。

Ori gi n of Cit y N a m e a n d M a s u mi d a Ji nj a S hri n e

名 古 屋 市

岐 阜 市

3 2



T h e Bi s h u Di stri ct ar o u n d I c hi n o mi y a i s f a m o u s a s a 

pr o d u cti o n ar e a f or t e xtil e s wit h a p pr o x. 1, 3 0 0 y e ar s 

of hi st o r y. T h e s o p hi sti c at e d t e c h ni q u e s t h at h a v e 

b e e n l o n g d e v el o p e d e n a bl e d t h e e st a bli s h m e nt of t h e 

cit y a s o n e of t h e w orl d ’s l e a di n g pr o d u cti o n ar e a s f or 

t ot al t e xtil e s. T e xtil e p r o d u ct s m a d e i n t h e Bi s h u 

Di stri ct ar o u s e k e e n i nt er e st o v er s e a s b e c a u s e of t h e 

hi g h q u alit y a n d t h e st yli s h Bi s h u b r a n d. I n r e c e nt 

y e ar s, t h e i n d u str y h a s w or k e d o n h u m a n r e s o ur c e 

d e v el o p m e nt, n e w pr o d u ct d e v el o p m e nt, a n d e x p a n -

si o n of t h e f a s hi o n b u si n e s s b a s e d o n t h e F a s hi o n 

D e si g n C e nt er ( F D C) f or I c hi n o mi y a L o c al I n d u stri e s.

Br a n d P o w er of Bi s h u, t h e Pr o d u cti o n Ar e a
of Hi g h - V al u e - A d d e d T e xtil e s

　 一  宮 市 を 中 心 と す る 尾 張 西 部 地
域 は 古 く か ら 絹 、  麻 、  綿 産 地 と し て栄 え て き ま し た 。  明 治 以 降 は  い ちは や く 毛 織 物 製 造 の 工 業 化 に 成 功し 、  国 内 屈 指 の 産 地 と し て 発 展 を遂 げ 、  現 在 も 蓄 積 さ れ た 高 度 な 技術 に よ り 、  国 内 の 毛 織 物 製 造 を けん 引 し て  い ま す 。  世 界 的 に 価 値 観が 多 様 化 す る 中 、  尾 州 の  テ キ  ス  タ イル も 時 代 の  ニ  ー ズ に 応 え る 製 品 を作 る た め 、  一  宮 地 場 産 業 フ  ァ  ッ  シ  ョ  ンデ ザ イ  ン  セ  ン  タ  ー  （

F D

C
）  を 拠 点 に

人 材 育 成 や 新 商 品 開 発 、  フ  ァ  ッ  シ  ョン 事 業 の 展 開 な ど に 取 り 組 ん で  いま す 。  ま た 、  生 地 産 地  「 尾 州 」  の 魅力 を 広 く 伝 え る た め 、  情 報 発 信 にも 力 を 入 れ  て  い  ま す 。

日 本 の

ハ  イ

ブ  ラ  ン ド一  宮 市 を 中 心 と す る 尾 州 地 域 は 織 物 の 名 産 地 。

約 １ ３ ０ ０ 年 の 伝 統 と 培 わ れ た 技 術 で

世 界 有 数 の 総 合 テ キ  ス  タ イ ル 産 地 の 地 位 を 確 立 し 、

尾 州 地 域 の  テ キ  ス  タ イ ル  で 製 造 さ れ た 製 品 は

ハ  イ ク オ リ テ  ィ  ・  ハ  イ セ  ン  ス な  「 尾 州 ブ  ラ  ン  ド 」  と し て

海 外 か ら も 熱  い 視 線 が 注 が れ て  い ま す 。

尾 州 の 魅 力 を 発 信 す る
R e- T Ai L ビ ル
R e - T Ai L B uil di n g pr o m ot e s
t h e a p p e al of Bi s h u

技  術  が  織 り 成  す
付 加 価 値 の 高 い も の づ く り
Hi g h - v al u e - a d d e d pr o d u cti o n a c hi e v e d wit h t e c h n ol o gi e s

次  代 の テ キ ス タ イ ル 産  業 を 担 う
人 材 の 発 掘 ・ 育 成

「 ジ ャ パ ン ・ テ キ ス タ イ ル ・ コ ン テ ス ト 」
T h e J a p a n T e xtil e C o nt e st i s h el d t o di s c o v er
a n d d e v el o p h u m a n r e s o ur c e s t h at ar e e x p e ct e d t o
b e c o m e f ut ur e l e a d er s of t h e t e xtil e i n d u str y 

地 域 の 繊 維 産 業 を
振 興 す る 拠 点 施 設
一 宮 地 場 産 業
フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ン セ ン タ ー （ F D C ）
F a s hi o n D e si g n C e nt er ( F D C)
f or I c hi n o mi y a L o c al I n d u stri e s, 
t h e m ai n f a cilit y f or pr o m oti n g 
t h e l o c al t e xtil e i n d u str y

尾 州 織 物

57

8

高 付 加 価 値 な生 地 産 地
「 尾 州 」  のブ  ラ  ン  ド 力
4

6

海  外  か ら 注  目 さ れ る
尾  州  ブ  ラ ン ド
T h e Bi s h u br a n d dr a w s
i nt er n ati o n al att e nti o n 

9

5 4



M A D E I N I C H I N O M I Y A
誰 も  が  知  っ  て  い  る  ブ  ラ  ン ド  か  ら

知 る 人 ぞ 知 る 、 希  少 な 逸  品 ま で 、

キ ラ リ と 光 る 名 品 が 顔 を そ ろ え 、

M A D E I N I C H I N O M I Y A の

名 声 を 高 め て い ま す 。

い ち の  み  や
野  菜  プ  ロ  ジ  ェ  ク ト
I c hi n o mi y a v e g et a bl e pr oj e ct 

地 産 地 消 の 推 進 や P R の た め 、 地 場 農 産

物 の 直 売 「 1 3 8 マ ル シ ェ 」 の 開 催 な ど に

取 り 組  ん で い ま す  。

1 0

養 殖 鮎 の 生 産
Pr o d u cti o n of
f ar m e d s w e et fi s h ( A y u)

木 曽 川 漁 業 協 同 組 合 で は 鮎 の 養 殖 を 手

掛 け て い ま す 。 稚 鮎 か ら 約 半 年 間 、 肥 育

し  た  鮎  を  出  荷 ・ 販  売  し  て い  ま す  。

1 3

グ ロ ー  バ  ル  ニ ッ チ
ト ッ  プ  企  業
Gl o b al ni c h e t o p c o m p a ni e s 

世 界 市 場 の ニ ッ チ 分 野 で 高 い シ ェ ア を 持

ち 経 済 産 業 省 よ り 選 定 さ れ た 企 業 が 複

数 あ り 、 卓 越 し た 技 術 で 高 く 評 価 さ れ て い

ま す  。

2 1

「 ク ロ ガ ネ モ チ 」 の 花 か ら 採 蜜 さ れ る 希 少

な ブ ラ ン ド 蜂 蜜 で 、 白 ワ イ ン の よ う な 透 明

感 と 酸 味 が 特 徴 で す 。

福 来 蜜
F u k ur a mit s u h o n e y1 1

イ ン グ リ ッ シ ュ ロ ー ズ の 切 花 専 用 品 種 の

先 駆 者 で あ る 三 輪 真 太 郎 氏 が 、 高 付 加

価 値 の 品 種 を 生 産 し て い ま す 。

イ ン  グ  リ ッ シ  ュ  ロ  ー  ズ
E n gli s h R o s e1 7

1 2

市 内 の 生 産 者 が 約 2 5 年 前 か ら 栽 培 を 始

め 、 自 ら 加 工 販 売 も 行 い 、 そ の 品 質 に は 高

い 評 価 を い た だ い て い ま す 。

い  ち じ く
Fi g

カ レ  ー  ハ ウ ス
C o C o 壱 番 屋
株 式 会 社 壱 番 屋
C U R R Y H O U S E C o C o I C HI B A N Y A

愛 知 県 発 祥 で 店 舗 数 国 内 最 大 の カ レ ー

専 門 店 「 カ レ ー ハ ウ ス C o C o 壱 番 屋 」 の

F C チ ェ ー ン 本 部 は 市 内 に あ り ま す 。

1 8

1 4

国 内 有 数 の 産 地 と し て 5 0 年 以 上 の 歴 史

を 持 ち 、 現 在 は 6 戸 の 農 家 が ハ ウ ス 栽 培

を 行 い 、 通 年 出 荷 し て い ま す 。

木 の 芽
J a p a n e s e p e p p er l e af b u d s2 0

都 市 近 郊 型 養 鶏 が 展 開 さ れ 、 最 新 設 備

を 導 入 し た 鶏 舎 や チ ェ ッ ク 体 制 な ど 、 万 全

の 態 勢 で 安 全 な 卵 を 生 産 し て い ま す 。

養 鶏
P o ultr y f ar mi n g

1 9

愛 知 県 の ブ ラ ン ド 米 「 あ い ち の か お り 」 の

主 な 産 地 で 、 減 農 薬 ・ 減 化 学 肥 料 の 特 別

栽 培 米 も 生 産 し て い ま す 。

あ  い ち の  か  お り
Ai c hi n o K a ori 
( pr e mi u m br a n d ri c e)

実 も 皮 も や わ ら か い の が 特  徴 で 、 ハ ウ ス 栽

培 を 中 心 に 露 地 栽 培 と 併 せ て ほ ぼ 一 年

を 通 じ て 出  荷 し て い ま す  。

な す
E g g pl a nt1 5

市 内 の 主 に 千 秋 町 で 生 産 さ れ 、 通 常 の ね

ぎ よ り も や わ ら か く 、 白 い 部 分 か ら 緑 の 部

分 ま で  全  て お い し く 食  べ ら れ ま す  。

越  津  ね ぎ
K o s hi z u gr e e n o ni o n1 6

（ 株 式 会 社 山 田 ド ビ ー ／ 株 式 会 社 志 水 製 作 所 ）

7 6



し あ わ せ 彩 る

一  宮 の 暮 ら し

名 鉄 尾 西 線

名 鉄 名 古 屋 本 線

Ｊ Ｒ

東 海 道 本 線

名 神 高 速 道 路

2 2

1 5 5

J R  東
海

道
新

幹
線

東 海 北 陸 自 動 車 道

名 古 屋 高 速

1 6 号 一 宮 線

1 5 5

暮 ら し とと も  に  あ  る 木 曽 川

　 本 市 は 、  木 曽 川 と と も に 発 展 して き た 地 域 で す 。  愛 知 県 内 の 木 曽川 沿 川 自 治 体 の 中 で は 、  最 も 長

い

1 8
㎞ を 接 し 、  母 な る 木 曽 川 が も た

ら し て く れ る 多 く の 恵 み を 享 受 して き ま し た 。  そ の ひ と  つ  が 潤 い  の ある 水 辺 の 景 観 で す 。  河 川 敷 で は 、市 民 の 憩 い  の 場 と し て 公 園  ・  緑 地 、自 転 車 道  ・  遊 歩 道 の 整 備 を 進 め てい ま す 。  豊 か な 自 然 に 触 れ ら れ る場 と し て も 貴 重 で 、  国 の 天 然 記 念物 の 淡 水 魚 、  イ タ セ  ン  パ  ラ の 保 護 啓発 活 動 を は じ め 、  自 然 と の 共 生 をめ ざ し て 多 く の 市 民 が 自 然 保 護活 動 に 取 り 組 ん  で  い ま す 。

I c hi n o mi y a d e v el o p e d al o n g wit h t h e Ki s o Ri v er a n d e nj o y s t h e ma n y b o u nti e s of 

t h e ri v er. O n e of t h e m i s t h e pl e a s a nt w at er s c a p e. P ar k s a n d w al ki n g p at h s h a v e 

d e v el o p e d al o n g t h e dr y ri v er b e d a s a pl a c e of r e st a n d r e cr e ati o n f or citi z e n s. 

T h e ri v er b e d i s al s o v al u a bl e a s a pl a c e w h er e citi z e n s c a n h a v e c o nt a ct wit h t h e 

ri c h n at ur al e n vir o n m e nt w h er e m a n y citi z e n s e n g a g e i n c o n s er v a ti o n w or k f or 

t h e h ar m o ni o u s c o e xi st e n c e of n at ur e a n d h u m a n s.

T h e Ki s o Ri v er a n d D ail y Lif e

日 本 全 国 に  つ  な  が  る広 域 交 通 網 の 拠 点

　 本 市 は 、  名 神 高 速 道 路 、  東 海 北陸 自 動 車 道 及 び 名 古 屋 高 速 道

路

1 6号  一  宮 線 の 高 速 道 路 ネ  ッ  ト ワ ー  ク
が 充 実 し 、  日 本 全 国 に  つ  な が る 拠 点で す 。  市 内 ９  つ 目 の  一  宮 稲 沢 北 イ ンタ ー チ  ェ  ン  ジ  の 誕 生 に よ り 北 陸 方 面へ  の  ア  ク  セ  ス も 向 上 し ま し た 。  ま た 、市 内 の 交 通 流 を 円 滑 に す る 名 鉄 尾西 線 の 高 架 化 や 、  広 域 交 通 網 を 発展 さ せ る た め 、  本 市 と 岐 阜 県 羽 島市 を 結 ぶ 新 濃 尾 大 橋  （ 仮 称 ）  の 架 橋や 名 古 屋 高 速  一  宮 線  一  宮 東 出 口 か ら東 海 北 陸 自 動 車 道  一  宮 木 曽 川 イ ンタ ー チ  ェ  ン  ジ ま で 約

7
・
5
㎞ の 名 岐

道 路 の 早 期 整 備 に 向 け た 取 り 組 みを 進 め  て  い  ま す 。

Wit h a c o m pr e h e n si v e hi g h w a y n et w or k a n d 9 

i n t e r c h a n g e s wi t hi n t h e ci t y, I c hi n o mi y a i s a 

tr a n s p ort h u b t h at c o n n e ct s t o t h e r e st of J a p a n.

I n or d er t o e x p a n d r ail w a y vi a d u ct s a n d r e gi o n al 

tr a n s p ort n et w or k s t h at m a k e f or s m o ot h tr af fi c 

fl o w wit hi n t h e cit y, a n e w bri d g e b et w e e n I c hi -

n o mi y a a n d H a s hi m a Cit y, Gif u P r ef e ct u r e i s 

b ei n g b uilt a n d pr e p ar ati o n h a s st art e d f or t h e 

c o n str u cti o n of t h e R e gi o n al Hi g h - St a n d ar d Hi g h -

w a y c o n n e cti n g N a g o y a a n d Gif u.

R e gi o n al Tr a n s p ort H u b T h at C o n n e ct s
t o All of J a p a n

自  然 ・

交 通 編

木 曽 川 の 流 れ
T h e fl o wi n g Ki s o Ri v er

イ タ セ ン パ ラ の 保 護 啓 発 活 動
It a s e n p ar a bitt erli n g s p e ci e s pr ot e cti o n a n d
e d u c ati o n al a cti viti e s

人  々  の  暮  ら し  に
寄 り 添 う 木  曽  川
T h e Ki s o Ri v er a n d 
t h e li v e s of t h e p e o pl e

自 然 に 関 わ る 盛 ん な 市 民 活  動
E n er g eti c a cti viti e s e n g a g e s citi z e n s i n n at ur e

私 た ち の 庭 の 会一 宮 平 成 ホ タ ル の 会

し あ わ せ 彩 る

一  宮 の 暮 ら し

し あ わ せ 彩 る

一  宮 の 暮 ら し

名 鉄 尾 西 線 の 高 架 化
（ 苅 安 賀 駅 付 近 ）

El e v at e d r ailr o a d tr a c k s of t h e M eit et s u Bi s ai Li n e
( n e ar K ari y a s u k a St ati o n)

2 2

2 6

2 3

2 5

2 7

2 4

木 曽 川

新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の
架 橋
C o n str u cti o n of
t h e S hi n - N o bi O h a s hi Bri d g e 
(t e nt ati v e n a m e)

名 鉄 尾 西 線
新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の新 濃 尾 大 橋 （ 仮 称 ） の

3 0
名 岐 道 路 の 整 備
D e v el o p m e nt of M ei gi R o a d

一 宮 稲 沢 北
イ ン  タ  ー  チ  ェ  ン  ジ  が  誕  生
I c hi n o mi y a -I n a z a w a - Kit a I nt er c h a n g e
o p e n e d

イ メ ー ジ  図

D e v el o p m e nt of M ei gi R o a d

2 8

o p e n e d

2 9

名 鉄 尾 西 線 の 高 架 化

3 1

イ メ ー ジ  図

9 8



3 5

尾 張 一 宮 駅 前 ビ ル （i- ビ ル ） 内 に
子 育 て 支 援 セ ン タ ー を 整 備
C hil d - R ai si n g S u p p ort C e nt er i n t h e b uil di n g
i n fr o nt of O w ari -I c hi n o mi y a St ati o n (i - B uil di n g)

プ ロ グ ラ ミ ン グ  教  育  に  先  行 し て  取 り 組  む
（ P e p p e r を 全 小 中 学 校 1 台 ず つ 配 備 ）

Pr o gr a m mi n g e d u c ati o n c o m mitt e d pr o a cti v el y
( P e p p er i s di stri b ut e d t o e a c h el e m e nt ar y a n d j u ni or hi g h s c h o ol)

3 4 I C T を 活 用 し た 授 業
Cl a s s e s u si n g I C T

子 育 て 世 代 に選 ば  れ  る ま ち
3 2

　 少 子 化 が 進 む 中 、  子 育 て 世 代 が「 住 み た  い 、  住 み 続 け た  い 」  と 思 え るま ち づ  く り は 、  本 市 を 魅 力 あ る も  のに す る た め  に 欠 か せ な  い  テ ー  マ  で す 。地 域  の  中 で 楽 し く 子 育 て  が  で き る  よう に 子 育 て 支 援 セ  ン  タ ー が 中 心 にな  っ  て 各 種 事 業 を 実 施 す る ほ か 、  仕事 と 子 育 て  の 両 立 支 援 な ど 安 心 して 子 育 て が  で き る 環 境 の 充 実 を 図  って  い  ま す 。　 教 育 に  つ  い  て は 、  未 来 を 切 り 拓 く子 ど も た ち が 、  グ  ロ  ー  バ  ル  化 や 情 報 通信 技 術  （

I
C
T
）  の 進 展 に 対 応 で き

る よ う に 、  児 童 生 徒 に  １ 人 １ 台 の  タブ  レ  ッ  ト 端 末 を 配 付 す る と と も に 、人 型  ロ  ボ  ッ  ト

P e

p p

e
r
を 全 小 中 学

校 に  １ 台 ず  つ  配 備 し  て  プ  ロ  グ  ラ  ミ  ン  グ教 育 を 実 施 す る な ど 、  「

I
C
T
を 活

用 す る 力 」  や  「 論 理 的 思 考 力 」  を 育 んで  い  ま す 。

I c hi n o mi y a m a k e s c o nti n u e d c o m mit m e nt s t o t h e i m pr o v e m e nt of a n 

e n vir o n m e nt f or r ai si n g c hil dr e n i n t h e c o m m u nit y wit h p e a c e of  mi n d, 

c e nt eri n g o n t h e C hil d - R ai si n g S u p p ort C e nt er, s o t h at f a mili e s  r ai si n g 

c hil dr e n c a n f e el li k e li vi n g or c o nti n ui n g t o li v e i n I c hi n o mi y a. A s f or e d u -

c ati o n, t a bl et s ar e di stri b ut e d t o e a c h st u d e nt, a n d t h e h u m a n o i d r o b ot 

P e p p er i s d eli v er e d t o e a c h el e m e nt ar y a n d j u ni or hi g h s c h o ol i n or d er t o 

m e et t h e n e e d f or gl o b ali z ati o n a n d t h e a d v a n c e s i n i nf or m ati o n  a n d 

c o m m u ni c ati o n t e c h n ol o g y (I C T).

T h e cit y c h o s e n b y f a mili e s r ai si n g c hil dr e n

し あ わ せ 彩 る

一  宮 の 暮 ら し

3 3

教  育 ・

子 育 て 編

1 1 1 0



国 内 初 、「 5 G 自 動 運 転 」 実 証 実 験 を
市 内 の 一 般 公 道 で 実 施
T h e fir st d o m e sti c d e m o n str ati o n e x p eri m e nt o n
5 G s elf - dri vi n g i s c o n d u ct e d o n a p u bli c r o a d i n t h e cit y.

「 5 G 」 × 「 消 防 ・ 救 急 」
実 証 実 験 を 実 施
T h e d e m o n str ati o n e x p eri m e nt o n
5 G x Fir e fi g hti n g / E m er g e n c y

健 康 器 具 を 公 園 に 設 置
H e alt h a p pli a n c e s s et u p i n t h e p ar k

介 護 予 防 フ ェ ス タ
Fr ailt y Pr e v e nti o n F e st a

防 災 ハ ン ド ブ ッ ク を 活 用 し た 啓 発
E nli g ht e n m e nt u si n g
t h e Di s a st er Pr e v e nti o n H a n d b o o k

快 適 さ  に 安 心 と先 進 性 を 添 え  て

　 近  い 将 来 に 発 生 が 予 測 さ れ る 南
海 ト  ラ  フ 巨 大 地 震 な ど 、  近 年 増 加 する 自 然 災 害  へ  の 備 え の 重 要 性 が 高ま  っ  て  い  ま す 。  本 市 は 、  市 民 の  か け がえ の な  い 生 命  ・  身 体  ・  財 産 を 守 る ため 、  先 進 的 な 取 り 組 み も 導 入 し な がら 防 災 や 減 災 、  救 急 に お  い  て  ハ  ー ド  ・ソ  フ ト 両 面 の 整 備 を 進 め 、  安 心  ・  安全 な ま ち づ  く り を 推 進 し  て  い  ま す 。

　 市 民 生 活 の 基 本 と な る 健 康 を 守
る た め 、  市 民 病 院 は 本 市 の 基 幹 病 院と し て 地 域 の 医 療 機 関 と 連 携 し なが ら 質 の 高  い  高 度 医 療 を 提 供 し  て  いま す 。  ま た 、  市 民 が 積 極 的 に 健 康 増進 に 取 り 組 め る よ う に 健 康 的 な 生活 習 慣 づ  く り や 生 涯  ス  ポ  ー  ツ  の 振 興を 図  っ  て  い  ま す 。

I n or d er t o pr e p ar e f or n at ur al di s a st er s, i n cl u di n g 

a m a s si v e e art h q u a k e t h at i s e x p e ct e d t o o c c ur i n 

t h e N a n k ai Tr o u g h i n t h e n e ar f ut ur e, I c hi n o mi y a i s 

p u s hi n g a h e a d wit h i m pr o v e m e nt s i n b ot h t h e s oft -

w ar e a n d h ar d w ar e a s p e ct s of di s a st er pr e v e nti o n, 

di s a st er miti g ati o n, a n d e m er g e n c y r e s p o n s e t o 

pr o m ot e t h e d e v el o p m e nt of a s af e a n d s e c u r e 

cit y. I c hi n o mi y a M u ni ci p al H o s pit al, t h e fl a g s hi p 

h o s pit al of t h e cit y, pr o vi d e s a d v a n c e d m e di c al 

s er vi c e i n c o o p er ati o n wit h l o c al m e di c al i n stit u -

ti o n s. H e alt h y li vi n g pr a cti c e s a n d lif el o n g s p ort s 

ar e al s o pr o m ot e d f or b ett er h e alt h of all citi z e n s.

C o mf ort s u p p ort e d b y s e c urit y
a n d pr o gr e s si v e n e s s

し あ わ せ 彩 る

一  宮 の 暮 ら し

生 活 環 境 ・

健  康 ・

ス ポ ー ツ 編

ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ 2 0 1 9 ™ の
公  認  チ ー ム キ ャ ン プ  地 と し て

南 ア フ リ カ 代  表 チ ー ム の
公 開 練 習 ・ 交 流 イ ベ ン ト を 開 催
H o st e d a p u bli c w or k o ut a n d a s o ci al e v e nt f or
t h e S o ut h Afri c a n N ati o n al R u g b y U ni o n T e a m
a s t h eir of fi ci al t e a m tr ai ni n g c a m p sit e
f or 2 0 1 9 R u g b y W orl d C u p

基 幹 的 な 医 療 機 関 の 役 割 を 果 た す
一 宮 市 立 市 民 病 院
I c hi n o mi y a M u ni ci p al H o s pit al i s
t h e fl a g s hi p m e di c al i n stit uti o n of t h e cit y

（ 写 真 ： 手 術 支 援 ロ ボ ッ ト ダ ヴ ィ ン チ ）

3 8

4 1

3 6

3 9

4 3

4 5
3  つ  の  ア リ ー  ナ  を  有  す る

一 宮 市 総 合 体 育 館
I c hi n o mi y a Cit y M u ni ci p al G y m n a si u m

wit h t hr e e ar e n a s

3 7

4 2

4 4

一 宮 市 新 保 健 所 の 建 設
E st a bli s h m e nt of N e w I c hi n o mi y a H e alt h c ar e C e nt er4 0
2 0 2 5 （ 令 和 ７ ） 年 度 中 の 開 所 を め ざ し ま す 。

1 3 1 2



お り も の 感 謝 祭
一 宮 七 夕 ま つ り
W o v e n f a bri c t h a n k s gi vi n g:
I c hi n o mi y a T a n a b at a F e sti v al

美 濃 路 （ 起 ）
Ol d Mi n oji r o a d ( O k o s hi)

4 9   び さ い ま つ り

5 0   一 豊 ま つ り

5 1  い ち の み や リ バ ー サ イ ド
  フ ェ ス テ ィ バ  ル

5 2   萩 原 チ ン ド ン 祭 り

5 3   石 刀 祭

洋 画 家  三 岸 節 子
S et s u k o Mi gi s hi,
a n oil p ai nti n g arti st

4 9 Bi s ai F e sti v al

5 0 K a z ut o y o F e sti v al

5 1 I c hi n o mi y a Ri v er si d e F e sti v al

5 2 H a gi w ar a C hi n d o n F e sti v al

5 3 I w at o F e sti v al 

国 登 録 文 化 財
旧 林 家 住 宅 と 庭 園
T h e f or m er h o u s e a n d g ar d e n of t h e H a y a s hi f a mil y
a s a n ati o n all y r e gi st er e d c ult ur al pr o p ert y

5 4

5 2

4 8

5 7

妙 興 寺
M y o k oji T e m pl e4 6

歴 史 を 編 む ま

ち
I c hi n o mi y a, t h e Cit y
wit h a L o n g Hi st or y

一  宮 の 地 に 長 き に わ た  っ  て 培 わ れ 、先 人 の 営 み と 思  い  が 込 め ら れ た 伝 統  ・  文 化 は 、そ の  ひ と  つ  ひ と  つ  が 無 数 の 糸 と な  っ  て本 市 の 歴 史 を 豊 か に 紡 ぎ 、  新 し  い 歴 史 を 編 み 上 げ て  い ま す 。

（ 羽 木 貴 規 氏 撮 影 ）1 9 8 5 年 ヴ ェ ロ ン に て 　 © MI GI S HI

出 典 ： 国 立 国 会 図 書 館 『 近 代 日 本 人 の 肖 像 』

三 岸 節 子 記 念 美 術 館
M e m ori al Art M u s e u m of
S et s u k o Mi gi s hi

5 6

4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り4 9   び さ い ま つ り

4 7

5 5

婦 人 参 政 権 を は じ め
女 性 の 地 位 向 上 に 尽 く し た

市 川 房 枝
F u s a e I c hi k a w a c o ntri b ut e d t o i m pr o vi n g
t h e st at u s of w o m e n, 
i n cl u di n g t h e e nfr a n c hi s e m e nt of w o m e n.

5 3

4 9

5 0

5 1

1 5 1 4



渋 ビ ル の テ ー マ パ ー ク
「 一 宮 せ ん い 団 地 」

I c hi n o mi y a T e xtil e W h ol e s al er B uil di n g s,
t h e t h e m e p ar k wit h a r etr o - c o ol b uil di n g

い ち の み や 時 間

一 宮 モ ー ニ ン グ 公 式 サ イ ト

I c hi n o mi y a M or ni n g S er vi c e
Of fi ci al Sit e 

htt p s: / /i c hi n o mi y a - m o r ni n g. c o m /

h e r e

D a y i n I c hi n o mi y a S t a r ti n g wi t h 
M or ni n g S et M e n u s

映 え る モ ー ニ ン グ で し あ わ せ な 朝 を!
E nj o y h a p p y m or ni n g wit h
I n st a gr a m m a bl e m or ni n g s et m e n u s!

6 2

ロ ケ  地  め ぐ り で
映 画 の 世 界 へ
E nt er t h e w orl d of m o vi e s b y
vi siti n g fil mi n g l o c ati o n s

6 5

「 い ち の み や 食 ブ ラ ン ド 」 を
お み や げ に ♪
I c hi n o mi y a f o o d br a n d s
f or s o u v e nir s

6 7

モ  ー  ニ  ン  グ  か  ら  始  ま る

一 宮 は モ ー ニ ン グ 発 祥 の 地
I c hi n o mi y a i s t h e birt h pl a c e of
m or ni n g s er vi c e s et s

尾 州 産 地 の も の づ く り を 体 感 で き る
産 地 直 送 の 洋 服 店

「 尾 州 の カ レ ン ト 新 見 本 工 場 」
C urr e nt Bi s h u N e w E x hi bit F a ct or y,
a s h o p of l o c all y pr o d u c e d cl ot h e s w h er e
cr aft s m a n s hi p of t h e Bi s h u pr o d u cti o n ar e a c a n b e e x p eri e n c e d

四  季 の 花 に 囲 ま れ て
レ  ク リ  エ  ー  シ ョ ン  を  満  喫
E nj o y r e cr e ati o n s urr o u n d e d b y
s e a s o n al fl o w er s

6 3

リ ニ ュ  ー  ア ル さ れ  た
ツ イ ン ア ー チ 1 3 8 展 望 階
T h e r e n o v at e d o b s er v at or y of
t h e T wi n Ar c h 1 3 8

6 4

冬 は 一 宮 駅 周 辺 で
イ ル ミ ネ  ー  シ ョ ン
E nj o y ill u mi n ati o n ar o u n d
I c hi n o mi y a St ati o n i n wi nt er

6 6

の こ ぎ り 屋 根 工 場 の ア ー ト ギ ャ ラ リ ー
「  の  こ ぎ り ニ  」

N o k o giri ni, t h e art g all er y i n
t h e f a ct or y wit h a s a wt o ot h r o of 

6 0

6 1

5 8

1

2

9

1 0

3

4

5

6

7

8

1 6

1 5

1 4

1 3

1 2

1 1

七  夕 ま つ り

起 宿 脇 本 陣 （ 旧 林 家 住 宅 ）

マ リ エ ー ル ガ ー デ ン バ ー ベ ナ

レ ン タ ル ス ペ ー ス 惣 s o w

一 宮 市 社 会 福 祉 セ ン タ ー 思 い や り 会 館

シ ル バ ー 本 町 ふ れ あ い 広 場

ツ イ ン ア ー チ 1 3 8

墨 会 館

真 清 田 神 社

株 式 会 社 ソ ト ー

一 宮 グ リ ー ン ホ テ ル

岸 邸

一 宮 市 博 物 館

妙 興 寺

料 亭 菊 水

R e - T Ai L

ロ ケ 地 情 報

1 6

1 5

1 4

1 3

1 2

1 1

1

2

9

1 0

3

4

5

6

7

8

5 9

N o k o giri ni, t h e art g all er y i n
t h e f a ct or y wit h a s a wt o ot h r o of 

1 7 1 6



I n 2 0 2 1 ( R ei w a 3), t h e y e ar m ar ki n g t h e c e nt e n ni al a n ni-

v er s ar y of m u ni ci p ali z ati o n, I c hi n o mi y a  b e c a m e a c or e 

cit y of J a p a n. T h e cit y will pr o vi d e citi z e n s wit h b ett er 

q u alit y a d mi ni str ati v e s er vi c e s t h at m e et t h e l o c al cir c u m -

s t a n c e s, i n cl u di n g i m p r o v e m e n t s i n t h e s e r vi c e s t o 

citi z e n s a n d a n a c c el er ati o n of a d mi ni str ati v e s er vi c e s a s 

a m u ni ci p alit y t h at i s m or e a c c e s si bl e t o r e si d e nt s, m a xi -

mi zi n g t h e a d v a nt a g e s of a c or e cit y. 

St e p u p wit h pri d e f or t h e n e xt g e n er ati o n 

　 多 様 化 す る 市 民  ニ  ー ズ に 的 確 に対 応 し 、  さ ら に 発 展  ・  成 長 す る ため 、  ２ ０ ２ １  （ 令 和 ３ ）  年 、  市 制 施 行１ ０ ０ 周 年 と  い う 節 目 の 年 に 本 市は 中 核 市 に 移 行 し ま し た 。  従 来 、県 の 管 轄 だ  っ  た 保 健 衛 生 や 福 祉 、環 境 分 野 な ど の 業 務 が 市  へ  移 る こと で 、  市 民 サ ー ビ ス の 充 実 や 行 政サ ー ビ  ス  の 迅 速 化 、  特 色 の あ る ま ちづ く り な ど さ ま ざ ま な メ リ  ッ  ト があ り ま す 。  市 民 に も  っ  と も 身 近 な自 治 体 と し て 、  地 域 の 実 情 に 合  った 、  よ り 質 の 高  い 行 政 サ ー ビ  ス を 提供 し 、  「  一  宮 な ら で は 」  の 中 核 市 を めざ し て  い き ま す 。

誇 り 高 く 、次 代  へ  のス  テ  ッ  プ  ア  ッ  プ
6 9

尾 張 地 方 初 の 中 核 市 へ

周 年

市 制 施 行
中 核 市 の メ リ ッ ト を 最 大 限 に 活 か し 、 市 民 に よ り 一 層 身 近 な 存 在 と し て 、

地 域 の 実 情 に 合 っ た 、 よ り 質 の 高 い 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 し て い き ま す 。

T h e C e nt e n ni al A n ni v er s ar y of M u ni ci p ali z ati o n M ar ki n g t h e S hif t t o
t h e Fir st C or e Cit y i n t h e O w ari Di stri ct

高 度 救 助 隊 を
編 成 し

救 助 体 制 を 強 化
E n h a n c e m e nt of t h e fir st - ai d s y st e m b y

or g a ni zi n g a n a d v a n c e d e m er g e n c y r e s p o n s e t e a m

大 規 模 災 害 に 備 え 、 画 像 探 索 機

な ど の 高 度 救 助 資 機 材 と 人 命 救

助 に 関 す る 専 門 的 か つ 高 度 な 教

育 を 受 け た 隊 員 で 構 成 す る 高 度

救 助 隊 を 編 成 し ま す 。

7 0

本 庁 舎 に
福 祉 総 合 相 談 室

を 開 設
O p e ni n g of

t h e c o m pr e h e n si v e w elf ar e c o n s ult ati o n of fi c e
i n t h e m ai n g o v er n m e nt b uil di n g

障 害 者 、 生 活 困 窮 な ど の 問 題 を

複  雑  に  抱 え て 困 っ て い る 人  の  悩

み や 不 安 を 保 健 師 な ど の 専 門 ス

タ ッ フ が 受 け 止 め 、 一 人 ひ と り に 寄

り 添 っ た  支  援 を  行 い ま す  。

7 2

空 き 地 の
不 良 状 態 の 解 消 に
関 す る 条 例 の 制 定

E st a bli s h m e nt of
a n or di n a n c e r e g ar di n g t h e r e s ol uti o n

of t h e b a d c o n diti o n of e m pt y l ot s

空 き 地 の 雑 草 な ど を 所 有 者 が 適

切 に 管 理 す る よ う 、 条 例 に 基 づ い

て 指 導 を 行 い 、 良 好 な 生 活 環 境

を 保 持 す る た め の 取 り 組 み を 進 め

ま す  。

7 4

中 核 市
一 宮 市 の
取 り 組 み

C o m mit m e nt of I c hi n o mi y a
a s a c or e cit y

周 年周 年周 年周 年周 年

6 8市 独 自 の 教 職 員
研 修 で 特 色 あ る

教 育 を 推 進
Pr o m oti o n of di sti n cti v e e d u c ati o n t hr o u g h

t e a c h er tr ai ni n g u ni q u e t o t h e cit y

質 の 高 い 教 育 の 提 供 を め ざ し 、 本

市 の 歴 史 や 伝 統 文 化 に 触 れ る 研

修 な ど 、 地 域 の 実 情 や 教 育 課 題

に 合 わ せ た 独 自 の プ ロ グ ラ ム に よ

る 教 職 員 研 修 を 充 実 さ せ ま す 。

7 3

一 宮 市 保 健 所 を
設 置

E st a bli s h m e nt of
I c hi n o mi y a H e alt h c ar e C e nt er

医 師 を は じ め と す る 専 門 職 を 配 置

し 、 こ れ ま で 市 の 保 健 セ ン タ ー が

行 っ て き た サ ー ビ ス と 県 の 保 健 所

が 行 っ て い た 専 門 的 な サ ー ビ ス を

一 体 的 に 提 供 し ま す 。

7 1
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■
一  宮 シ  テ  ィ  ケ  ー  ブ  ル  開 局 、  映 像 広 報  「  マ  イ  シ  テ  ィ  い  ち の  みや 」  放 映 開 始

■
「 わ  か  し  ゃ  ち 国 体 」  が 開 催 さ  れ 、  常 陸 宮 ご 夫 妻 が  ソ  フ  トテ  ニ  ス  を  ご 観 覧

■
「 国 営 木 曽 三 川 公 園 １  ３  ８  タ  ワ  ー  パ  ー  ク 」  が 完 成

■

名 鉄 尾 西 線 の 高 架 切 り 替 え  に  よ り 鉄 道 高 架 が 全 線開 通

■

戦
後

5 0年 を 機 に 平 和 都 市 を 宣 言

■

東 海 北 陸 自 動 車 道  一  宮 木 曽

川

I C〜 岐 阜 各 務

原

I Cが

開 通

■

東 海 北 陸 自 動 車 道  一  宮 Ｊ Ｃ  Ｔ 〜 尾

西

I C〜  一  宮 木 曽

川

I Cが 開 通

■

三 岸 節 子 記 念 美 術 館 が  オ  ー  プ  ン

■

東 海 豪 雨 に  よ り 約 １  ８  ０  ０ 戸 の 家 屋 が 床 上  ・  床 下 浸水 し 、  災 害 救 助 法 が 適 用

■

市 民 の 歌  （  シ  ン  ボ  ル  ソ  ン  グ ）  が  「 人

街

未 来  へ  」  に 決 定

■

市 循 環  バ  ス  （

ｉ

‒ バ  ス  ）  運 行 開 始

■

特 例 市 と し  て  ス  タ  ー  ト

■

尾 西 市 新 庁 舎  （ 現 尾 西 庁 舎 ）  が 完 成

■

名 古 屋 高 速 道

路

1 6号  一  宮 線 が 開 通

■
「 愛  ・  地 球 博 」  が 開 幕

■
一  宮 市  ・  尾 西 市  ・  木 曽 川 町 が 合 併 し て  「  一  宮 市 」  と なる 。  世 帯

数

1 3万 ３  ４  ０  １ 世 帯 、  人

口

3 7万 ７  ２  １  ６ 人

■

市 の 花  「 キ キ  ョ  ウ 」  、  市 の 木  「  ハ  ナ  ミ  ズ  キ 」  に 決 定

■
一  宮 ナ  ン  バ  ー を 導 入

■

市 民 憲 章 を 新 た  に 制 定

■

市  マ  ス  コ  ッ  ト  キ  ャ  ラ  ク  タ  ー  が  「  い  ち  み  ん 」  に 決 定

■

総 合 体 育 館 が  オ  ー  プ  ン

■

尾 張  一  宮 駅 前 ビ  ル  「

ｉ

‒ ビ  ル  」  が  オ  ー  プ  ン

■

中 央 図 書 館 が  オ  ー  プ  ン

■
コ  ミ  ュ  ニ  テ

ィ

F Mの 開 局 に 伴  い 、  市 政 情 報 番 組 の 放 送 を

開 始

■

イ  タ  リ  ア  ・  ト  レ  ビ  ー  ゾ 市 と 友 好 都 市 提 携 を 締 結

■

新 庁 舎  （ 現 市 役 所 本 庁 舎 ）  が 完 成

■

国 登 録 有 形 文 化 財  「 墨 会 館 」  を 尾 西 生 涯 学 習 セ  ンタ  ー 墨 会 館 と 小 信 中 島 公 民 館 と し  て  オ  ー  プ  ン

■
一  宮 競 輪 の 開 催 を 終 了

■
一  宮 市 立 図 書 館 １  ０  ０ 周 年 記 念 式 典  ・  講 演 会 を 開 催

■

オ  リ ナ  ス  一  宮  ・  つ  む ぎ  ロ  ー  ド  が 完 成

■

木 曽 川 文 化 会 館 が  オ  ー  プ  ン

■
「 市 制 施 行 １ ０ ０ 周 年 の  ２ ０ ２ １ 年 に 中 核 市  へ  の 移

行 」  を 意 思 表 明

■

全 国 初 の  ５ Ｇ 等 を 活 用 し た  「 自 動 運 転 の 実 証 実 験 」が 市 内 の 公 道 で 開 催

■

ラ  グ  ビ  ー  ワ  ー  ル  ド  カ  ッ  プ 公 認 チ  ー  ム  キ  ャ  ン  プ 地  （ 南  ア  フ  リカ 、  ニ  ュ  ー  ジ  ー  ラ  ン  ド ）  に 選 定

■
い  ち  の  み  や 中 央 プ  ラ  ザ  が  オ  ー  プ  ン

■

新 型  コ  ロ  ナ  ウ  イ  ル  ス  感 染 症 が 拡 大 す る

■

東 海 北 陸 自 動 車 道  一  宮 稲 沢

北

I Cが 開 通

■

高 度 救 助 隊  「  ス  ー  パ  ー  レ  ス  キ  ュ  ー  一  宮 」  を 発 足

■

中 核 市 移 行 式  ・  保 健 所 開 所 式 を 開 催

■

東 京 ２ ０ ２ ０  パ  ラ リ  ン  ピ  ッ  ク 聖 火 フ  ェ  ス  テ  ィ  バ  ル  採 火 式を 開 催

■

９ 月 １ 日 、  市 制 施 行 １  ０  ０ 周 年 を 迎 え  る

■

市 制 施 行 １  ０  ０ 周 年 記 念 式 典 を 開 催

一  宮 市

　
年 の あ ゆ み

１ ９ ２ １  （ 大

正

1 0）
年

１ ９ ２ ２  （ 大

正

1 1）  年

１ ９ ２ ８  （ 昭 和 ３ ）  年１ ９ ３ ０  （ 昭 和 ５ ）  年１ ９ ３ ５  （ 昭

和

1 0）  年

１ ９ ３ ６  （ 昭

和

1 1）  年

１ ９ ３ ９  （ 昭

和

1 4）  年

１ ９ ４ ０  （ 昭

和

1 5）  年

１ ９ ４ １  （ 昭

和

1 6）  年

１ ９ ４ ５  （ 昭

和

2 0）  年

１ ９ ４ ６  （ 昭

和

2 1）  年

１ ９ ４ ７  （ 昭

和

2 2）  年

１ ９ ５ ０  （ 昭

和

2 5）  年

１ ９ ５ １  （ 昭

和

2 6）  年

１ ９ ５ ５  （ 昭

和

3 0）  年

１ ９ ５ ６  （ 昭

和

3 1）  年

１ ９ ５ ８  （ 昭

和

3 3）  年

１ ９ ５ ９  （ 昭

和

3 4）  年

１ ９ ６ １  （ 昭

和

3 6）  年

１ ９ ６ ４  （ 昭

和

3 9）  年

１ ９ ６ ６  （ 昭

和

4 1）  年

１ ９ ６ ８  （ 昭

和

4 3）  年

１ ９ ６ ９  （ 昭

和

4 4）  年

１ ９ ７ ０  （ 昭

和

4 5）  年

１ ９ ７ １  （ 昭

和

4 6）  年

１ ９ ７ ４  （ 昭

和

4 9）  年

１ ９ ７ ６  （ 昭

和

5 1）  年

１ ９ ８ ０  （ 昭

和

5 5）  年

１ ９ ８ １  （ 昭

和

5 6）  年

１ ９ ８ ３  （ 昭

和

5 8）  年

１ ９ ８ ４  （ 昭

和

5 9）  年

１ ９ ８ ６  （ 昭

和

6 1）  年

１ ９ ８ ９  （ 平 成 元 ）  年１ ９ ９ ０  （ 平 成 ２ ）  年１ ９ ９ ３  （ 平 成 ５ ）  年

■

１ ８ ８ ９  （ 明

治

2 2）  年 に  で き た  一  宮 町 が 、  市 制 施 行 に

よ り  一  宮 市 と な る 。  世 帯

数
６ ３ ９ ８ 世 帯 、  人 口  ３ 万 ５

５  ８ 人

■

市 章 を 制 定

■

尾 州 同 業 組 合 が 設 立

■

市 庁 舎  （ 旧  一  宮 市 庁 舎 ）  が 完 成

■

名 古 屋 岐 阜 間 電 車  （ 現 名 古 屋 鉄 道 ）  が 開 通

■

こ  の 頃 、  日 本 最 大 の 毛 織 物 産 地 と な る

■

市 歌 を 制 定

■

１ ９ ３ ５  （ 昭

和

1 1）  年 に 開 設 し た  一  宮 診 療 所 を  一  宮 市

立 市 民 病 院 に 改 称

■

隣 接 す る ２  つ  の 村  （ 葉 栗 村 、  西 成 村 ）  と 合 併 。  人 口  ７万 ７  ９  ２ 人

■

太 平 洋 戦 争 が 始 ま る

■

８ 月 に 終 戦 。  戦 災 に  よ り 市 街 地 の 大 半 を 失 い 、  り 災戸 数 １ 万 ４ ６ ８ 戸 、  り 災 者 ４ 万 １ ０ ２ ７ 人  （ う ち 死者 ７  ２  ７ 人 、  重 傷 者 ４  １  ８  ７ 人 ）

■

天 皇 陛 下  （ 昭 和 天 皇 ）  御 巡 幸 さ  れ  る

■

国 民 学 校 を 小 学 校 に 改 め 、  新 制 中 学 校 が 設 立 さ  れ  る

■

第 ５ 回 国 民 体 育 大 会 を 開 催

■

こ  の 頃 か  ら  「 ガ  チ  ャ  マ  ン  景 気 」  と 呼 ば  れ  る 繊 維 産 業 の 好況 が 始 ま る

■
一  宮 競 輪 場 を 開 設

■

尾 張  一  宮 駅 ビ  ル  が 完 成

■

尾 西 市 市 制 施 行

■

隣 接 す る  ８  つ  の 町 村 と 合 併 。  人

口

1 5万 ６  ８  ０  ５ 人

■

第 １ 回 お  り も  の 感 謝 祭  一  宮 七 夕 ま  つ  り を 開 催

■

濃 尾 大 橋 が 開 通

■

尾 西 市 庁 舎  （ 旧 尾 西 庁 舎 西 館 ）  が 完 成

■

伊 勢 湾 台 風 に  よ り 市 と 周 辺 市 町 村 が 被 害 を 受 け 、災 害 救 助 法 が 適 用 さ  れ  る

■

交 通 安 全 都 市 を 宣 言

■

名 神 高 速 道 路  一

宮

I Cが 開 通

■

豊 島 図 書 館 が  オ  ー  プ  ン

■

濃 尾 大 橋 線  （ 県 道  一  宮 大 垣 線 ）  が 開 通

■

国
道

2 2号 線  （ 名 岐  バ  イ  パ  ス  ）  が 全 線 開 通

■

尾 西 市 民 会 館 が  オ  ー  プ  ン

■

繊 維 卸 商 団 地 が 完 成

■
一  宮 市 民 会 館 が  オ  ー  プ  ン

■

木 曽 川 町 庁 舎  （ 現 木 曽 川 庁 舎 ）  が 完 成

■

尾 西  ス  ポ  ー  ツ  セ  ン  タ  ー  が  オ  ー  プ  ン

■
一  宮 地 方 総 合 卸 売 市 場 が 開 場

■

木 曽 川 体 育 館 が 完 成

■
一  宮 地 場 産 業  フ  ァ  ッ  シ  ョ  ン  デ  ザ  イ  ン  セ  ン  タ  ー  が 完 成

■

尾 濃 大 橋 が 開 通

■

皇 太 子 ご 夫 妻  （ 現 上 皇  ・  上 皇 后 両 陛 下 ）  、  一  宮 地 場 産業  フ  ァ  ッ  シ  ョ  ン  デ  ザ  イ  ン  セ  ン  タ  ー を  ご 視 察

■

世 界 デ  ザ  イ  ン  博 覧 会 で  一  宮  フ  ェ  ス  テ  ィ  バ  ル  を 開 催

■

J R東 海 道 本 線 下 り 線 を 高 架 に 切 り 替 え

■

名 鉄 名 古 屋 本 線 を 高 架 に 切 り 替 え
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成
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成
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２ ０ １ ０  （ 平

成

2 2）  年

２ ０ １ １  （ 平

成

2 3）  年

２ ０ １ ２  （ 平

成
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２ ０ １ ３  （ 平

成

2 5）  年

２ ０ １ ４  （ 平

成

2 6）  年

２ ０ １ ５  （ 平

成

2 7）  年

２ ０ １ ６  （ 平

成
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成

3 0）  年
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成

3 1）  年

２ ０ １ ９  （ 令 和 元 ）  年２ ０ ２ ０  （ 令 和 ２ ）  年２ ０ ２ １  （ 令 和 ３ ）  年

旧 尾 西 市

1 9 5 5 （ 昭 和 3 0 ） 年 1 月 、 前

身 の 起 町 と 朝 日 村 が 合 併 し 、

尾 西 市 と し て 市 制 施 行 。 同

年 4 月 に 今 伊 勢 町 の 一 部 を

編 入 。

7 97 58 1 7 7 8 08 28 3

8 5 8 48 67 8

尾 西 市 市 制 施 行

1 9 5 5（ 昭 和 3 0 ） 年

7 7

一 宮 市 民 会 館 ホ ー ル で 開 催

し 、 市 の 発 展 に 貢 献 し た 方 々

と 、 叙 勲 ・ 褒 章 受 章 者 の 方 々

の 栄 誉 を 披 露 し ま し た 。

市 制 施 行 1 0 0  周 年

記 念 式 典 を 開 催

2 0 2 1（ 令 和 3 ） 年

7 8

旧 一 宮 市

1 9 2 1 （ 大 正 1 0 ） 年 9 月 1 日 に

市 制 施 行 。1 9 4 0 （ 昭 和 1 5 ）

年 と 1 9 5 5 （ 昭 和 3 0 ） 年 に 合

併 し た 後 、2 0 0 5 （ 平 成 1 7 ）

年 に 旧 尾 西 市 と 旧 木 曽 川 町

と 合 併 。

旧 一 宮 市 庁 舎

1 9 3 0（ 昭 和 5 ） 年

7 5

旧 木 曽 川 町

1 9 0 6 （ 明 治 3 9 ） 年 、 黒 田 町

と し て 町 制 施 行 。1 9 1 0 （ 明

治 4 3 ） 年 、 黒 田 町 を 木 曽 川

町 に 改 称 。

旧 木 曽 川 庁 舎

1 9 2 4（ 大 正 1 3 ） 年

7 6

8 5 8 08 6 7 98 18 38 4 8 2

市 制 施 行
1 0 0 周 年 記 念 式 典
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都 市 将 来 像

Pl a n 0 1

健 康 的 な 生 活 習 慣 づ く り
Pr o m ot e h e alt h y li vi n g pr a cti c e s

安 心 で 楽 し く 子 育 て
R ai s e c hil dr e n h a p pil y wit h
p e a c e of mi n d

I c hi n o mi y a, t h e D y n a mi c Cit y W h er e 

P e o pl e E nj o y H e art -t o - H e art E x c h a n g e s 

a s S h o w n b y t h e Cl e ar W at er s of t h e 

Ki s o Ri v er

Li v e a h e alt h y lif e

T h e S e v e nt h I c hi n o mi y a Cit y
M a st er Pl a n

第 ７ 次  一  宮 市 総 合 計 画
木 曽 の 清 流 に 映 え 、心 ふ れ あ う躍 動 都 市

一  宮

　 市 民  一  人 ひ と り  の 健 康 づ  く り を 支
援 し 、  健 康 寿 命 の 長  い  ま ち づ く り に取 り 組 む と と も に 適 切 な 医 療 を 受け ら れ る 体 制 を 整 え ま す 。  妊 娠 期か ら 子 育 て 期 ま で 切 れ 目 の な  い 支援 を 行  い 、  安 心 し て 子 育 て が  で き る環 境 を  つ く り ま す 。  高 齢 者 が 安 心し  て  い  き  い  き と 暮 ら せ る よ う な 支 援と 障 害 者 福 祉 の 充 実 を 図 り ま す 。

　 市 民 の 生 命 、  身 体 、  財 産 を 守 る た
め 、  発 生 が 予 測 さ れ る 南 海 ト  ラ  フ 地震 な ど  の 自 然 災 害 に 備 え 、  安 全  ・  安心 な ラ イ  フ  ラ イ  ン  の 構 築 な ど 、  災 害に 強  い  社 会 基 盤 整 備 を 進 め ま す 。  また 、  自 主 防 災 力 の 向 上 を 図 り ま す 。火 災 や 救 急 に 対 す る 体 制 を 強 化 する と と も に 、  交 通 事 故 を 減 ら す 取り 組 み  や 防 犯 対 策 を 進 め ま す 。

　 ご  み を 適 正 に 処 理 し 、  資 源 の  リ サ
イ ク  ル を 推 進 し ま す 。  地 球 温 暖 化防 止 に 取 り 組 み 、  環 境 教 育 を 推 進し ま す 。  水 と 緑 を 活 か し た ま ち づく り や 総 合 的 な 住 宅 対 策 に 取 り 組み 、  良 好 な 生 活 環 境 を 確 保 し ま す 。公 共 交 通 網 の 整 備 を 進 め る と と もに 、  歩 行 者 や 自 転 車 が 安 全 に 通 行で き る 交 通 環 境 を 整 備 し ま す 。

健 や  か  に  い  き る
Pl a n 0 3

地 域 防 災 力 の 向 上
I m pr o v e l o c al di s a st er r e sili e n c e 

交 通 事 故 防 止 の 推 進
Pr o m oti o n f or t h e pr e v e nti o n of
tr af fi c a c ci d e nt s

E n h a n c e s af et y a n d s e c urit y

安 全  ・  安 心 を高 め  る

Pl a n 0 2

公 共 交 通 網 の 整 備
I m pr o v e t h e p u bli c tr a n s p ort ati o n n et w or k

水 と 緑 の 良 好 な 環 境
G o o d e n vir o n m e nt of l u s h gr e e n er y
a n d w at er

Li v e a c o mf ort a bl e lif e

Vi si o n of t h e Cit y ’s F ut ur e快 適 に  く ら す
　 既 存 産 業 の 持 続 的 発 展 や 新 規 創

業 、  次 世 代 産 業 の 育 成 を 支 援 し ます 。  若 者 や 高 齢 者 、  障 害 者 な ど 誰 もが 意 欲 を 持  っ  て 働 け る よ う 就 労 支援 を 進 め る と と も に 、  女 性 の 活 躍 でき る 環 境 を  つ く り ま す 。  魅 力 が あり 持 続 的 発 展 性 の あ る 農 業 を 支 援し ま す 。  ま た 、  産 業 の 発 展 を 支 え る幹 線 道 路 の 整 備 を 進 め ま す 。

Pl a n 0 4

女 性 が 活 躍 で き る 環 境 づ く り
D e v el o p a n e n vir o n m e nt w h er e
w o m e n pl a y a n a cti v e r ol e

整 備 が 進 む 幹 線 道 路
Art eri al r o a d s b ei n g i m pr o v e d

U s e r e s o ur c e s a cti v el y 

活 力 を生 み  だ す
　 市 外 の  デ  ュ  ー  ク  ス  （ 子 ど も の  い  る 共

働 き 世 帯 ）  に 向 け て 本 市 の  「 住 み よさ 」  「 暮 ら し や す さ 」  を 戦 略 的 に 情報 発 信 す る な ど 、  子 育 て 世 代 に 選ば れ る ま ち を  つ  く り ま す 。  魅 力 の ある 集 客 イ  ベ  ン ト の 開 催 や 観 光 情 報等 を 発 信 し 、  人 が 訪 れ  て み た  い  と 思う ま ち づ  く り 、  交 流 が 盛 ん な ま ち づく り を 推 進 し ま す 。

M a n a g e m e nt 0 1

訪  れ  て  み  た  い ま ち
M a k e t h e cit y attr a cti v e t o p e o pl e 

交  流  が  盛  ん  な ま ち
Pr o m ot e e x c h a n g e s a m o n g p e o pl e
i n t h e cit y

Attr a ct p e o pl e
‒ Cit y pr o m oti o n

人 を 呼 び 込 む〜  シ  テ  ィ  プ  ロ  モ  ー  シ  ョ  ン  〜

　 公 共 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 な ど
行 政 サ ー  ビ  ス  の 効 率 化 や  ス  リ  ム 化 を図 り 、  社 会 状 況 の 変 動 に 耐 え う る安 定 し た 財 政 運 営 に 努 め ま す 。  また 、  情 報 通 信 技 術  （

I C T

）  を 積 極

的 に 利 活 用 し 、  行 政 サ ー  ビ  ス  の 利 便性 向 上 を 図 り ま す 。  市 民 に 適 切 な情 報 発 信 を 行 う と と も に 、  市 民 と協 働 し た ま ち づ  く り を 進 め ま す 。

M a n a g e m e nt 0 2

健 全 な 財 政 運 営
E n s ur e s o u n d fi s c al m a n a g e m e nt

市  民 と の  協  働
C o o p er at e wit h citi z e n s

P a v e t h e w a y f or
a s u st ai n a bl e f ut ur e 

持 続 可 能 で未 来 に  つ  な げ  る
　 行 政 、  地 域 、  学 校 が 連 携 し 、  子 ど

も か ら 青 少 年 ま  で 健 全 に 育  つ  環 境 をつ  く り ま す 。  情 報 通 信 技 術

（
I C T

）

の 獲 得 な ど 未 来 を 切 り 拓 く 力 を 育む 特 色 あ る 教 育 活 動 を 実 施 し ます 。  生 涯 ス ポ ー  ツ  の 推 進 を は じ め 、「 す る  ・  み る  ・  さ さ え る 」  ス ポ ー  ツ 活動 を 支 援 し ま す 。  ま た 、  歴 史  ・  文 化に 親 し め  る 環 境 を 整 え ま す 。

Pl a n 0 5

特 色 あ る 教 育 活 動
Pr o vi d e di sti n cti v e e d u c ati o n a cti viti e s

す  る ・  み  る ・ さ  さ  え  る
ス ポ ー ツ 活  動 の 推  進
Pr o m ot e s p ort a cti viti e s f or pl a y er s,
s p e ct at or s, a n d s u p p ort er s

D e v el o p h u m a n a s s et s f or
t h e f ut ur e

未 来 の 人 財 を育 て  る
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